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り
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序
章

第
一
章
　
安
然
と
そ
の
著
作

第
一
節
　
平
安
期
の
仏
教
儀
礼
／
第
二
節
　
安
然
の
悉
曇
・
声
明
の
伝

承
お
よ
び
著
作
／
第
三
節
　
安
然
の
著
作
お
よ
び『
悉
曇
蔵
』／
小
括

第
二
章
　
安
然
に
お
け
る
音
・
声

―

『
悉
曇
蔵
』巻
第
二
第
三
科
と
そ
の
後
の
著
作
よ
り

第
一
節
　
外
教
に
お
け
る
音
・
声―

『
悉
曇
蔵
』巻
第
二
第
三
科「
二

方
音
」よ
り
／
第
二
節
　
内
教
に
お
け
る
音
・
声―

『
悉
曇
蔵
』巻
第

二
第
三
科「
二
方
音
」よ
り 

／
第
三
節
　『
悉
曇
蔵
』以
降
の
著
作
に
み

る
声
と
儀
礼
／
小
括

第
三
章
　『
悉
曇
蔵
』以
後『
声
明
用
心
集
』以
前
に
お
け
る
音
律
論
・
旋
律
論

第
一
節
　『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』 

／
第
二
節
　『
懐
竹
抄
』
／
第
三
節
　

『
管
絃
音
義
』／
小
括

第
四
章
　
湛
智
と
そ
の
著
作

第
一
節
　
湛
智
の
声
明
の
相
承
と
そ
の
時
代
／
第
二
節
　
湛
智
の
著
作

と『
声
明
用
心
集
』／
小
括

第
五
章
　
湛
智
の
声
明
理
論
と
声
明
観

―

『
声
明
用
心
集
』を
中
心
と
し
て

第
一
節
　
上
巻
「
音
楽
」 

／
第
二
節
　
中
巻
「
法
楽
」
／
第
三
節
　
下
巻

「
器
量
」「
問
答
」／
第
四
節
　
湛
智
の
声
明
観
と
稽
古
観
／
小
括

第
六
章
　
湛
智
以
降
の
音
律
論
・
旋
律
論 

第
一
節
　
主
要
文
献 

／
第
二
節
　
音
律
論 

／
第
三
節
　
旋
律
論 

／
小
括

結
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・
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あ
と
が
き

索
引

澤
田
篤
子
著

さ
わ    

だ   

あ
つ    

こ

澤
田
篤
子（
さ
わ
だ
　
あ
つ
こ
）

一
九
五
〇
年
　
東
京
都
世
田
谷
区
生
ま
れ
。

一
九
七
五
年
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。二
〇
二
〇
年
　
博
士（
人
文
科
学
）
取
得（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）。現

在
　
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授・
洗
足
学
園
音
楽
大
学
名
誉
教
授
。

論
文
に「
真
言
声
明
の
音
構
造―

柴
田
南
雄
理
論
を
用
い
て
」「
薬
師
寺

最
勝
会
の
形
成
過
程
の
研
究
」
ほ
か
。Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
解
説
書
に『
真
言
宗

豊
山
派
声
明―

御
影
供
二
箇
法
要
』『
薬
師
寺
の
四
季
』『
長
谷
論
義
』『
真

言
声
明
大
伝
法
院
流
伝
法
灌
頂
』『
曹
洞
禅
』『
マ
ン
ダ
ラ―

チ
ベ
ッ
ト
仏

教
音
楽
の
世
界
』ほ
か
。「
薬
師
寺「
最
勝
会
」復
興
上
演
」（
平
成
一
五
年
度

文
化
庁
芸
術
祭
賞
大
賞
受
賞
）の
監
修
・
構
成
。

◆
著
者
略
歴

声
明
理
論
の
形
成
過
程

日
本
最
古
の
声
・
声
明
の
理
論
と
し
て
展

開
し
、中
世
の
諸
声
楽
の
旋
律
生
成
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
声
明
の
音
楽
理

論
の
形
成
過
程
を
解
明
。
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